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千葉県⼋街市⽴朝陽⼩学校

〜「朝チャレ」から広がるｅライブラリの活⽤〜
朝陽⼩学校では、児童が⾃主学習に向かう姿勢を評価する「朝チャレ」を全学年で実施しています。朝チャ

レをきっかけにｅライブラリの活⽤が浸透した１年⽣の授業の様⼦とあわせて、取組み内容を伺いました。

確認テストと宿題プリントを復習に取り⼊れ

インタビュー チャレンジして１００点につながれば、それが成⻑

▲ 鉛筆を使い、⼗の位と⼀の位を考える問題で、
１０本のかたまりを丸で囲う様⼦。児童は⾃分
で考え⽅を⾒つけていく。

たくさんの問題に、集中⼒⾼く取り組む

１年︓⼤きいかず算数
⼤きなかずをマスターするめあて

ちょうよう

この⽇は、１年⽣の単元をすべて終えた後の授業。
担任の伊藤先⽣は「得意ではない児童が多く、復習が
必要だった」単元を選び、以下の流れを児童に伝え、
授業をスタートしました。

確認テストを終えると、
結果分析が出る。
「うまくいかなかった
ところを復習しようね」
と、伊藤先⽣からの声
掛けが。

やちまた

①各⾃︓冊⼦の問題（ちばっ⼦チャレ
ンジ）→②各⾃︓がんばりプリント（ｅライブラリの宿題プ
リント）解答、丸つけ→③全員︓ちばっ⼦チャレンジ答え合
わせ→④⾃習︓確認テストかプリントの続きかを選択

児童は流れに沿って各⾃のペースで進め、その間、
先⽣は机間巡視で個別フォローを⾏います。
「⾊々な問題に触れることで思考は伸びていく」と
いう伊藤先⽣。ｅライブラリを使い始めたのは朝チャ
レが先だったそうで、児童から「⾯⽩い」と聞き、授
業で使うことも増えていったそうです。

がんばりプリント（宿題プリント）は「教科書
ページ検索」で授業の流れとリンクするよう選ん
でおり、児童が⾃分で進捗表を⾒て、「どこまで
できた」が分かるようにしています。
確認テストは単元の学習要素ごとに〇△×の分

流れ（児童の動き）

がんばりプリント

▲ 実施済みを記録

確認テストに取り組む児童は、画⾯への書き込みで考え⽅
を整理したり、採点の結果を友達と⾒せ合ったりしながら、
集中⼒⾼くたくさんの問題にチャレンジしていました。

析が⾒え、復習教材に⾶べるところが良く、「チャレンジし
て１００点が取れたら成⻑だよね︕」と児童に伝えています。 １年担任
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 朝チャレで重要な「演習量を確保できること」。それを⽀える多くの良質な問題がある。
 問題は解説教材、ヒントが⾒られるようになっており、学ぼうとする意欲がある児童の背
中を押してくれる。

 学習履歴から成果が⾒え、児童⾃⾝で取り組む意味を⾒出しながら進められる。

及川先⽣のｅライブラリ評価ポイント

⼦どもが主体となって進めるｅライブラリ

写真

※本紙の情報は取材当時（２０２３年度）のものです。

インタビュー 最後まで頑張りきる姿を後輩に伝えていく

朝陽⼩学校では、⾃主学習を頑張った児童を表彰する「朝チャレ」を⾏っています。

⼋街市では幼⼩中⾼連携教育をベースに各校の教員が連携して学⼒や授
業⼒の向上に取り組んでいます。先⽣⽅が⽇常的にＩＣＴを活⽤できるよ
うに、市内⼩中学校に指導主事が毎⽉⾜を運び、相談や研修を通してＩＣ
Ｔの活⽤を⽀援しています。
ｅライブラリは⼦ども⾃らどんどん進めることができるので、⼩学校１

年⽣の早い段階から慣れることができるように活⽤を推進しています。先
⽣からの指⽰だけでなく、⼦ども達が「⾃分で取り組みたい」と進んで学
習できるようにすることで、学⼒向上につなげていきたいと考えています。

 隙間時間や家庭での⾃主学習で、ｅライブラリのドリルに取り組む。
 ⾃分の学年のドリル全単元（難易度は標準）で１００点を取ると、
全校集会で表彰される。
（算数コンプリートで⼀回、それ以外の教科コンプリートで⼀回）

 コンプリートごとに朝陽⼩学校のマスコットキャラク
ター「朝気くん」のバッジをもらえる。
（６学年分終えるとバッジは１２個に︕）

 バッジの製作は児童会で、先輩から後輩へ引き継いで
いくことで朝陽⼩学校の⽂化として根付き始めている。

児童が楽しみながら演習量を確保し、学びに向かえると考え、「朝チャ
レ」を始めました。
勉強を頑張ったことが表彰され、全校の児童、教員から拍⼿をもらえる場

は、案外ないものです。また、バッジ製作を⾼学年児童たちに任せることで
「まずは⾃分がコンプリートしよう︕」とより主体的かつ⾃治的に取り組ん
でいます。ひたむきに、実直に⾃主学習を続けられた児童に、最後まで頑張
りきれば賞賛されるという経験をさせたいです。
「朝チャレ」を企画したときに「やりましょう︕」と教員が賛同してくれ

る本校の⾵⼟も、継続していくには⼤きいと考えています。「クラスの〇〇さんがコンプリー
トです︕」と担任教員が教えてくれるのがとても嬉しいです。

※eLAつうしん173号 淡路市⽴志筑⼩学校の「あわチャレ︕」を
参考に始められた取組みです。

朝チャレとは

⼋街市教育センター
⽻賀 誠 センター⻑
程⽥ 晃博 指導主事

インタビュー

６年担任
及川 直⼈ 先⽣


